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【１】背景
北海道の観光業は、今大きな転換期を迎えています。近年の不況のあおりを受けて、日本国内の観光客数が伸び悩んでいる中で、アジアを中心とした諸外国からの観光客は、年々増加しています。とりわけ、ビザが徐々に解禁されつつある中国からの観光客の増加傾向は一層顕著なものになっています。2008年、映画『非誠勿擾（邦題：狙った恋の落とし方。）』が中国で大ヒットした影響もあって、北海道観光ブームがさらに進みそうな気配すらあります。
一方、受け入れ側の北海道には流暢に中国語を使って、北海道の様々な魅力を十分に伝えることができる通訳案内士は決して多くありません。大きな期待を持って北海道を訪れる中国からの観光客にとって、「知りたいこと」はたくさんあります。「あれは何？」「これってどういう意味？」「北海道の人はこんなときどうするの？」。日頃、あたりまえに生活していると、咄嗟に質問を受けても答えに窮してしまうことがほとんどです。
今後、観光立国を目指す日本としては、「訪日外国人3000万人プログラム（第１期）」をスタートさせました。関係部門では、北海道にその10分の１にあたる300万人の観光客を誘致しようと模索しております。現在北海道を訪れる観光客は年間650万人ですので、北海道観光客の３人に１人以上が外国人という時代も、あながち検討はずれな予測ではありません。
【２】通訳案内士に求められているもの
通訳案内士には様々な能力、それもかなり高度なスキルが求められます。まずは通訳としてのスキル。単に中国語が上手というだけではなく、北海道をよりよく理解してもらうため、多岐にわたる興味に答えるために幅広い知識が必要です。さらに言語力にもまして、特に重要なものがコミュニケーション能力です。例えば、中国人と言っても、北は黒龍江省の人から南は広東省の人まで、文化習慣が様々で、価値観の差も人によって大きいので、経験豊富でも戸惑うことは多いものです。また、「東辣、西酸、南甜、北鹹(東は辛いもの、西は酸っぱいもの、南は甘いもの、北はしょっぱいものが好き)」と言うように、味付けの好みもまちまちなので、旅行を演出する苦労も並大抵のものではありません。中国と日本の違い最新のニュース、消費動向や為替レートまで幅広い情報に対してアンテナを敏感に研ぎ澄まして、おくことが求められます。
そんなことを言っても、初心者は緊張のため、実際の語学力を100％発揮するさえ、とても難しいことでしょう。ベテランの通訳案内士でも、急にどんな要望をぶつけられるかいつも冷や汗ものです。いずれにしても、中国からの観光客にとって、通訳案内士は旅先での水先案内人。日本の理解、北海道の理解、日本人の印象、北海道人の印象。その時その時、どのような回答をするかでイメージができてしまいます。中国から来て北海道を好きになってもらったら、今度は知人、友人に北海道を紹介して、さらに大勢を連れてもう１回来てくれるかもしれません。中国と北海道の人の往来が活発になれば、さらに経済が活発になります。通訳案内士はそんな外交の中心的な役割をも持っていると言っても過言ではありません。
【３】とらのまきの構成
この『北海道の中国語通訳案内士向け 実践 とらのまき』は、通訳案内士の初心者のみならず、中国からの観光客に中国語で北海道の様々な事柄を案内する人のためのマル秘本を目指して企画されました。作成にあたっては、観光に携わるいろいろな立場の方から、それぞれの視点から意見をいただき、それを練り上げ、中国人スタッフが表現をチェックしてつくりました。北海道各地の様々な魅力と「中国からの観光客がどのようなことに興味を持つだろう？」という視点で制作から、通訳案内士として活動するスタッフの経験やアドバイスをふんだんに盛り込みました。
『第１章・通訳案内士の心構え』は、「プロの通訳案内士」として求められる10の心構え、中国人観光客との円滑なコミュニケーションのための12のヒントを掲載しています。言われてみると「あ、そうか」と思うような内容も、意外と普段意識していないことも多くあるのではないでしょうか。
『第２章・出迎えから見送りまで』では、現場に出る前に確認が必要なこと、空港でお客さんとミートしてからバスに乗り、最後に空港に見送るまでの順に、「確認すべきこと」やその時「中国語でなんと言えばいいのか」をまとめました。
『第３章・基本観光情報』は、北海道の概況、産業やグルメ、日常生活などの基本情報をまとめました。
『第４章・コース別時系列観光情報』では、洞爺湖・小樽・札幌を巡る「道央編」、函館からニセコを巡る「道南編」、富良野から日高まで幅広いエリアを収録した「上川十勝編」、映画『非誠勿擾』で人気急上昇中の「道東編」、知られざる観光地の宝庫「道北編」の５つのコースを仮定して、道順に登場する観光地の情報を中国語でまとめました。また、各コースでは中国でよく知られている日本の歌のカバー曲を日本語の歌詞とともに掲載しているので、バスの雰囲気を盛り上げるのに一役買うことができるかもしれません。
『第５章・楽しい旅を演出する会話術ネタ集』では、中国人から聞かれても意外と答えられない22のテーマを用意し、移動時間の長い北海道で案内することに詰まったときに、話題を提供し、話を膨らませるためのネタとして活用いただけます。
『第６章・先輩通訳案内士の体験談』では、多くの先輩通訳案内士の10の失敗談・経験談をまとめました。掲載しきれないほどの数多い失敗談がありましたが、「この教訓を生かして多くの旅行を成功させてほしい」と秘蔵の情報を数多く掲載しております。
『第７章・参考サイト情報』では、お客様のニーズに応じて事前にどのようなところの情報を探せばよいか、調べ物をするためのヒントとしていくつかのインターネットサイトをピックアップしております。
あまりこのような企画本は前例が見つからなかったため、現状では「バージョン1.0」という位置付けとして、さらに改良を必要とするでしょう。これからの通訳案内士の教材として活用していただけると、制作に携わったメンバーは嬉しく思います。
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